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233 マ イ コ ン 制 御 抵 抗 溶 接 機 用 電 流 監 視 装 置

松 下 産 業 機 器 株 式 会 社

　 　 研 究 所

1．　 は じ め に

　近 年 、抵 抗 溶 接 の 高 品 質 。 高 能 率 化 を 図 る た め

溶 接 モ ニ タ
ー

が 脚 光 を あ び つ つ あ る σ こ の よ うな

時 代 の 要 求 を 受 け 、 交 流 式 ／ コ ン デ ン サ 式 抵 抗 溶

接 の 溶 接 品質 の 向 上 と 工 程 管 理 の 合 理 化 を 主 目的

と し 、精 度 ・操 作 性 ・ 経 済 性 を 改 善 す る た め マ イ

コ ン 制 御 方 式 を 導 入 した 溶 接電 流 モ ニ タ
ー

の 開 発

を 行 っ た 。 （Photo ・1 に そ の 外 観 写 真 を示 す 。 ）

2． 従 来 モ ニ タ
ー

の 問 題 点 と本 装 置 の 特長

　 従来 の 電 流 モ ニ タ
ー

の 問 題 点 は 、 い わ ゆ る メ
ー

タ 式 の も の で は 、   短 時 間 通 電 の 場 合 に 測 定 が 困

難 、   位 相 制 御 角 に 対す る 検 出 精 度 の バ ラ ツ キ が

大 、デ ィ ジ タ ル 式 で は 、   サ ン プ ル 方 法 が 1 サ イ

ク ノレ サ ン プ リ ン グ や 累積 値 で あ る た め 、 サ ン プ ル

時 の 電 圧 変動 に よ る 誤 判 定 や 上 ・ 下 限 値 の 設 定 が

繁 雑 、   コ ス ト が 高 い 等 が 掲 げ られ 、 い ず れ も溶
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Photo ．1 装 置 外 観

接 品 質 に 最 も関 係 の 深 い 通 電 サ イ ク ル （複 数 ）を サ ン プ リ ン グ し て モ ニ タ
ーす る 機

能 が 備 わ っ て い な い 。

　本 装 置 は 、 溶 接 品 質 に最 も関 連 の 深 い サ イ ク ル の 電 流渤 値 を逐 次 累積 し 、そ の 平

均 値 で 比 較 ・ 判 定 ・ 表 示 を行 うた め モ ニ タ
ー

性 能 の 飛 躍 的 な 向 上 が 図 れ る 。

3． 主 な 機 能

　  瞬 間 電 流 計 及 び サ イ ク ル カ ウ ン タ

　　 交 流 式 1 所 望 サ イ ク ル か ら所 望 サ イ ク ル ま で の 溶 接 電 流 実 効 値 の 平 均 値 、

　　 　コ ン デ ン サ 式 i ピ ーク 電 流 値 、

　　　を 測 定 し、 3 桁 デ ィ ジ タ ル 表 示 す る 。 9．99 ／ 99 ．9KA の 2 段 v ン ジ 切 換

　　 　通 電 サ イ ク ル は 、 1 サ イ ク ル 単 位 で 2 桁 の デ ィ ジ タ ル 表示 。

　  溶 接 電 流 の 判 定

　　　設 定 し た 上 。下 限 電 流 の 範 囲 内 で 落 接 が 行 な わ れ た か 否 か を 判 定 し、 上限 外

　　 　 ・ 適 正 ・ 下 限 外 の 各 々 に 対 応 した 判 定信 号 を 出力 す る 。

　   作 業 管 理

　　　フ ァ ン ク シ ョ ン キ
ーを押 す こ と に よ り、そ の 日 の 打点 数 合 計 ・ 上 限 外 打 点 数

　　　 ・ 下 限 外 打 点 数 が 5 桁 で 表 示 さ れ 、 チ ッ プ 管 理 を 含 む 作 業 管 理 に 応 用 で き る 。
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ユ ニ
ッ ト 打 点 数 を 設 定 （ 2 桁 ）す る こ と に よ り打 ち忘 れ 防 止 が 図 れ る 。

  通 電 条 件 の 記 録

　　 プ リ ン タ
ー

を 接続 す る こ と に よ り

　　接 電 流 の 記 録 が 取 れ る 。

、判 定 結 果 ・打点 番 号 ・ 通 電 サ イ ク ル ・ 溶

4．　 構 成

　 （ハ
ー

ド ウ エ ア ）

　　　 8 ビ
ッ ト ワ ン チ ッ プ マ イ コ ン （ 18048 ）と 高 精 度 実 効 値 演 算 回 路 と の 効

　　　果 的 な 結 合 に よ る オ ー
ノレ 1C 構 成 と し た 。 　ト ロ イ ダ ル コ イ ル に よ る 2 次 溶 接

　 　 電 流検 出 方 式 。

　 （ ソ フ ト ウ ェ ア ）

　　 所 望 サ イ ク ル か ら 所 望 サ イ ク ル ま で の 実 効 値 の サ ン プ リ ン グ 、 高 速 A ／ D 変

　　 換 、比較 ・ 判 定 ・演算 処 理 、 プ リ ン タ
ー

制 御 等 を 含 む シ ス テ ム プ 卩 グ ラ ム と

　　　し て 、 ROMIlK バ イ ト 、 RAM ； 64 バ イ ト を フ ル に使 用 し て い る 。

5． 主 な 性 能

　   電 流 測 定 精 度

　　　溶 接電 流 真 値 に 対 す る モ ニ タ
ー

測 定 値 の 誤 差 率 の
一

例 を Fig ．1 ， 2 に 示 す 。

　　　
こ こ で ・ 真 値 とは 、交 流 式 の 場 合 変 流 器 で 2 次 溶 接 電 流 を検 出 して 換 算 した

　　 値 を 、
コ ン デ ン サ 式 で は 、 無 誘 導 水 冷 シ ヤ ン ト で 2 次 電 流 を検 出 し、 ト ラ ン

　　　ジ ェ ン ト v コ
ー

ダ と XYT 記 録 計 とを 用 い て 測 定 した値 を い う 。

　 　　こ の 結 果 、精 度 は 　± 3 ％ 以 内 。
  モ ニ タ リ ン グ 速 度

　　 通 電 サ イ ク ル 終 了 か ら次 の 測 定 可 能 時 点 ま で の 期 間 ； 283 〜 463msec
。

  信 頼 性

　　 温 度 ・ノ イ ズ ・ イ ン パ ル ス 試 験 等 　当社 試 験 規格 をす べ て 満 足 。

6． 結 論

　 8 ビ
ッ ト マ イ コ ン と

実 効 値 変 換 回 路 と の 合　 m

理 的 結 合 vaよ b ・ 〔測
誤

5

定 。 判 定 。 管 理 。 信 号

発 信 ・ 記 録 〕機 能 を 有 差 o

し、 コ ス ト パ ー
フ ォ

ー

マ ン ス の す ぐれ た デ ィ 率

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 轟 ぎ
ジ タ ル 式 溶 接 電 流 モ ニ

タ
ー

装 置 を 開 発 し た 。 　 　 °
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Fig ．正 真 値 と表 示 値 と の 誤 差

誤
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率

1〜 曇 5 　　　5』0　　 7」ケ　　 IL・・，・

真1直 （ピ ー
ク 電流 値 ） （KA ）

Fig ．2　 真 値 と表 示 値 と の 誤 差
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